
教育事業別報告書

事 業 名 なすかしの森 セカンドスクール

趣 旨 学校ではできない教科学習や総合的な学習，特別活動などを体験的に学び

ながら，基本的な人間関係や，学習力と生活力の向上を図ることを目的とす

る。また，教職等を目指す大学生に臨床的・実践的な教育臨床の場を提供し，

教職意識・職業観の高揚を図る。

期 間 西郷村立小田倉小学校：平成２４年 ９月２４日（月）～ ９月２８日（金）

西郷村立羽太小学校：平成２４年１１月 ５日（月）～１１月 ９日（金）

西郷村立熊倉小学校：平成２４年１１月 ５日（月）～１１月 ９日（金）

西郷村立米小学校：平成２４年１１月１２日（月）～１１月１６日（金）

西郷村立川谷小学校：平成２４年１１月１２日（月）～１１月１６日（金）

参加人員 西郷村立小田倉小学校５年生 ７７名（３クラス）

西郷村立羽太小学校６年生 １５名（１クラス）

西郷村立熊倉小学校５年生 ７７名（３クラス）

西郷村立米小学校５年生 ２６名（１クラス）

西郷村立川谷小学校５年生 ９名（１クラス）

① 事業の特色

この事業は，なすかしの教材・教具を活用し普段学校では体験できない教育活動を行ってい

くものである。スクールタイム(通常の学校での授業)の理科では，なすかしの森の沢歩きハ

イキングコースを活用して水の流れの働きについて学んだり，家庭科では当所レスランの店

長よりご飯やとん汁の作り方を学んだりした。また，なすかしの森タイム(大学生の教育支援

スタッフと子どもがつくり上げる時間)では「ナイトハイキング」「スポーツ大会」「キャンプ

ファイヤー」など，自分たちで内容を決め積極的に活動に取り組んだ。

【川の流れの学習】 【ご飯・とん汁作り】 【キャンプファイヤー】

② 事業の成果と課題

＜事業の成果＞

・ 当施設のプログラムやフィールドを活用して，各学校が工夫を凝らした特色のある学習

活動を展開したことで，セカンドスクールのプログラムに広がりが見られた。

・ なすかしの森タイムでは，子どもたちが年齢の近い大学生とのさまざまな交流を通して

自分たちで活動計画を立て，実施することで，自分たちの考えや活動に自信を持てるよう

になった。

・ 支援にあたった大学生にとっては，現職の教諭の授業を間近に見たり身近で教諭からの

直接指導を受けたりすることができ，将来教職につく際のよい実践体験となった。

＜事業の課題＞

・ 子どもたちへの支援に関して学校（教員）と教育支援スタッフとの相違が見られたた

め，前日の事前研修以外に共通理解の時間（場）を設定する。

③ その他

・ 教育支援スタッフとして学生を参加させる大学との連携が確立されてきた反面，参加す

る学生の意識に差が見られるようになり，当施設と各大学，担当者（教授）と学生との間

での調整にも課題が出てきている。


